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2018年5月22日23日の2日にわたって、ハイアットリージェンシー大阪にて

「リニューアルフォーラム2018」が開催されました。

リニューアルコンテスト2017で優秀賞を受賞された

140の電気工事会社様にご参加いただき、金賞を受賞された

株式会社河野電設様、株式会社九南様、カジノン株式会社様による

受賞物件のご紹介を中心に、日頃のリニューアル事業への

お取り組みをご発表いただきました。

働き方改革や非正規社員制度が議論を呼び、人と企業の関係性が注目を集めている今、

電気工事業界も労働環境の見直しが必要な時期にきています。

一方では、日本の企業数が減少し、現存する企業の約7割が赤字経営という現実もあり

社会構造や景気動向などの変動要因ではなく、経営の在り方そのものが問われています。

今回のリニューアルフォーラムでは、そうした社会背景を踏まえて、

経営学者 坂本光司様にご登壇いただき、

「元気な会社に学ぶこれからの中小企業経営～五方良しの経営が会社を伸ばす～」

をテーマにご講演いただきました。

「リニューアルフォーラム2018」開催 　100年、200年と継続している長寿企業がたくさんあり

ます。しかし社員数が年々減少している会社は、元気な

会社とは言えません。企業は社会の公器と言われるよう

に、雇用という形で社会に貢献することがひとつの役割

です。社員数が年々増加していることが理想ですが、

少なくとも雇用を維持していることが大切です。

　社外に目を向けてみると協力会社という存在があります。

外注業者、下請け業者とも言われますが、自社ででき

ないこと、やりたくない仕事をしてくれる会社です。

　最新のデータでは日本の企業数は約 382万社。5年前

のデータでは約433万社。 5年で50万社も減少し、協力

会社など中小企業を中心に大半が廃業です。不況・

デフレ、人口減少・高齢化社会といった要因が考えられ

ますが、このまま減少が加速していけば、協力会社から

逆選別される時代が来ると考えられます。外注・下請

業者ではなくパートナー企業という視点が重要です。

　私のフィールドワークの中で○○満足度調査という

ものがあります。そのひとつに 5万人を対象とした従業

員満足度の調査があり、赤字経営が続いている会社の

従業員満足度は100点満点中 40点前後でした。

　私はこれまで 8,000社以上の企業を訪問し、人を大切に

している企業は好不況にかかわらず好業績を続けている

こと、元気な会社には次の５つの共通項があることを

発見しました。

1) 社員の命と生活をぶれず守り続けている会社

2) 社員が維持・増加している会社

3)会社が関係している人々が幸せを実感している会社

4) 黒字経営・納税経営をしている会社

5) 社会貢献をしている会社

　冒頭から結論を言えば、企業の最大の使命は人を幸せ

にすることです。企業にとって業績は重要ですが、それは

あくまでも手段であって、結果にすぎません。業績が目的

になってしまうと、人が手段になり、材料になり、コストになっ

てしまいます。こんな経営を是としている会社は成長も発展

もしません。短期的には好調であっても自然淘汰されるよう

に倒産という末路を迎えます。利益はお客様からのお礼代、

神様からのご褒美です。その利益の配分が重要なのです。

　例えば利益率30％を達成した会社。一見素晴らしい経営

のように見えますが、40歳の社員の平均年収が350万円

以下であれば、その利益は社員を犠牲にしたことによる

もので、会社の実力ではありません。会社の利益率を

確保するだけでなく、社員とその家族の生活を守ってこそ、

いい会社なのです。

元気な会社に学ぶ
これからの
中小企業経営
～五方良しの経営が会社を伸ばす～

講 演

人を大切にする経営学会会長
元 法政大学大学院教授

経営学者 坂本光司様

膨大な企業サンプルで実証された
元気な会社の5つの共通項

元気な会社は社内・社外の雇用を確保し
安定した業績で成長路線に

赤字経営が続く会社の問題点は
働く人のモチベーション
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西村電気商会様
　受賞物件はカーショップのリニュー
アルです。事務所には「PiPi t調光
システム」、ロビーには「マルミナ」、
化粧室には｢美光色」を採用。照明
以外にも、受付インフォメーションの
「スペースプレーヤー」やインテリア
性に配慮した「アドバンスシリーズ」の
配線器具を活用し、お客様にも従
業員にも快適な空間を実現しました。

エネ活賞・店舗部門

滋賀県

日豊工事 株式会社様
　自動車内装部品製造販売を手掛けてい
る施主様が、5年前から製造機械の省エネ
化を推進する中、工場内のLED化をご提案。
最初に倉庫棟から改修を行い、効果を
確認。2017年に工場全体の LED化が
決定しました。こうした一連の取り組みが
九州経済産業局に評価され、施主である
九州河西株式会社様は「エネルギー管理
優良工場」の表彰を受けられました。

工場・倉庫部門

大分県

不二電氣工事 株式会社様
　「働きやすい環境を創ることが社長の
責務」との考えから自社ビルをリニュー
アル。事前に実施した従業員の改善希
望アンケートをもとに内装を含めてオ
フィス空間を一新されました。調光調色
LEDや美光色、ソフトアーキなど、適材
適所の照明を採用し、職場環境改善と
モチベーション向上につながるモデル
オフィスを実現されました。

事務所部門

兵庫県

株式会社 ハヤシ電工様
　松山市の施設管理担当者から相談を
受け、築４０年以上経過した共同利用施設
の蛍光灯器具をＬＥＤ照明にリニューアル。
現場調査を実施の上、VＡソリューション
カタログを活用し、自社オリジナルの
「直感的にわかりやすい」提案書を作成
されました。ＬＥＤ化により利用者からも
「空間が明るくなった」「球替えをする頻度
が減ってよかった」と大変喜ばれています。

公共施設部門

愛媛県

株式会社 大鹿電業様
　2020年の「かごしま国体」のメイン会場
となる陸上競技場の屋根改築電気工事
を受注。照明設備の選定に際しては複数
メーカーの製品を比較検討し、点灯試験
も実施されました。基本性能＋開会式の
演出効果を考慮した結果、パナソニック
の投光器が採用に。県からは胸を張れる
スタジアムとなったと高く評価されています。

屋外部門

鹿児島県

株式会社 興和電設様
　海外からの観光客が増加している
盛岡市の温泉旅館に、多言語の案内
表示をするためのスペースプレーヤーを
提案。岩手県の「外国人観光客等受入
促進環境整備事業補助金」の申請を
サポートし受注しました。操作性やコンテ
ンツの自由性が評価され、姉妹館にも
同補助金を活用して４台納入されています。

ホテル部門

岩手県

幸和電機 株式会社様
　幸和電機様はインターホン工業会推奨
の『インターホン設備の更新時期の目安
15年』をマンション管理会社様と共有。
管理物件から該当するマンションを選定し、
リニューアル提案を実施されています｡
今回の受賞物件は｢Windea-R｣を提案。
住民への説明会など事前対応を丁寧に
行ったことで、スムーズに受注することが
できました。

集合住宅部門

福岡県

リニューアルコンテスト2017 エネ活賞・部門賞紹介
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北海道 
稲村電設工事株式会社
株式会社下山電設機工
日東電気工事株式会社
株式会社藤電気
北工電気株式会社札幌支店
拓北電業株式会社
北電工業株式会社

東北
株式会社山匠電気工業
青森電気工業株式会社
株式会社大門電機商会
桜沢電気工事株式会社
岩舘電気株式会社
岩手電工株式会社
有限会社エムテック
有限会社サン・エース技研
東北電化工業株式会社
東北電機鉄工株式会社
株式会社郡山電機製作所
クレハ電機株式会社

関東
本間電機工業株式会社
株式会社イートラスト
共栄電気株式会社
協新電工株式会社
大進電気工事株式会社
宮島電気工事株式会社
株式会社スガノ電機工事
門倉テクノ株式会社
森田電気工事株式会社
松本電工株式会社
大堀メンテナンス株式会社
株式会社富嶋電工
有限会社大橋電気サービス
有限会社越後屋電器商会
三協電気工業株式会社

首都圏
代々木テクニカルサービス株式会社
有限会社双電工業
太平電気工事株式会社
三東電機株式会社
日新総合ビルサービス株式会社
株式会社本庄防災設備
有限会社所沢電設
株式会社電成社
有限会社中山電気工業所
株式会社協同電業社
フィデス株式会社
有限会社福田電子
株式会社マイスターエンジニアリング
株式会社カタヤマ
千代田電設株式会社
渡辺電業株式会社
松本電設株式会社
株式会社エーライフ
新電工株式会社
東電同窓電気株式会社
株式会社共栄社
三沢電機株式会社
日昇電気工業株式会社

中部
サンコー防災株式会社
日進電機株式会社
松川電氣株式会社
株式会社アンデン
高浜電工株式会社
松電株式会社
株式会社イーマックス
株式会社サウンドライフ
株式会社丸菱
株式会社陽光電気工業
ユタカ電工株式会社
株式会社第一電力
三重電設株式会社

高山電気工事株式会社
内藤電機株式会社
弘明電気工業株式会社
株式会社中西電気
株式会社おみでんき
株式会社新栄電設
山口電設株式会社
米沢電気工事株式会社
昇陽電機株式会社
三崎屋電工株式会社

近畿
株式会社植田電機
株式会社ハンシン電気
平井電気株式会社
不二電設工業株式会社
有限会社平田デンキ
有限会社Ｔ．Ｋ．Ｒ
Ｒ．Ｋ．Ｉ設備保全株式会社
有限会社ネクスト・サービス
箕面電設株式会社
松本電気工事株式会社
三虎電設株式会社
大阪ＥＳ株式会社
有限会社八雲電機システム
近畿電設工業株式会社
株式会社カデックス
太昭電設株式会社
株式会社デンテックス
新電機工業株式会社
株式会社ｄｉｎｎｏ
株式会社Ｃ・ＳＹＳＴＥＭ

中国・四国
岡田電工株式会社
島根電工株式会社
株式会社内村電機工務店
旭電業株式会社
有限会社カモサキ電業

淡路電気工事株式会社
株式会社明光電設
福山電業株式会社
株式会社星電業社
株式会社中央電設
株式会社電工社エンジニアリング
三和電業株式会社
株式会社ＴＥＣ
株式会社昭和電気工業
三笠電機株式会社

九州
東島電気工事株式会社
第一電建株式会社
株式会社井手電工
株式会社ふちわき
株式会社進州電気
コスパ・ラボ
株式会社共栄電気エンジニアリング 
鬼塚電気工事株式会社
有限会社ポーライト電気
中川電設株式会社
西日本電工株式会社
株式会社電工社
株式会社宇都電設
マエダ電気工事株式会社
有限会社朝電気

毎年、多数のご応募をいただいております「リニューアルコンテスト」。
今年も下記の要綱にて実施いたします。
皆様方の日常の成果をぜひ、ご応募くださいますよう、お願い申し上げます。｠

応募期間

募集対象

対象物件

2018年9月1日（土）～ 11月30日（金）

「Panasonic リニューアルClub」会員様

2018年1月 ～ 11月までにリニューアル工事を完了した物件が対象です。

リニューアルコンテスト2017 （金賞・エネ活賞・部門賞受賞会社を除く・敬称略）優秀賞のご紹介

リニューアルコンテスト2018のご案内

パナソニック　一体型 LEDベースライト　iDシリーズ商品の詳しい情報は

T O P I C S

▶「Tsunashimaサスティナブル・スマートタウン」（Tsunashima SST）は、
パナソニックの企業不動産を活用したプロジェクト。神奈川県藤沢市の
Fujisawa SSTに続く第二弾です。異業種の複数事業者がまちづくり
に向けて共創しています。

▶スマート集合住宅、スマート商業施設、Tsunashima SST SQUARE
（国際学生寮・タウンマネジメントセンター）が新たに竣工し、2018
年3月26日にまちびらきが行われました。既に稼働しているタウンエネル
ギーセンター、水素活用拠点、スマート技術開発施設とともに、次世代
都市型スマートタウンとして始動します。

▶パナソニックはタウンマネジメントセンター内に、技術・マーケティング
実証を行うなど様々なオープンイノベーションを創出するためのスペース
「イノベーションスタジオ」を構築。

▶大林組が構築する３Dまちづくりプラットフォームには、パナソニックの
センシング技術を提供し参画。

▶また、パナソニックと慶應義塾大学を中心に「Tsunashima SST 
Lab」を創設。

▶今後も持続して地域の価値向上につながる取り組みを推進していきます。

パナソニックの一体型LEDベースライト「iDシリーズ」が
累計出荷台数2,000万台を突破。

パナソニックの工場跡地を活用した次世代都市型スマートシティ
「Tsunashima（綱島）SST」がまちびらき。

Tsunashima SST商品の詳しい情報は

Tsunashima SST 全景

Tsunashima SST SQUARE

イノベーションスタジオイメージ（7月開所予定）

▶2012年12月の発売以来、オフィスを中心とした施設などで好評の
一体型 LEDベースライト「iDシリーズ」は、2018年4月中旬で、
累計出荷台数2,000万台を突破しました。

▶2018年4月には、10000 lmと高光束が特長で工場・倉庫などの天井の
高い空間におすすめの「40形 10000 lmタイプ」を発売。パナソニック
従来の高光束蛍光灯器具に比べ※1コンパクトで省エネを実現。演色性
がRa83と高く、色ラベルなどの識別作業を伴う工場・倉庫空間に
おすすめです。

▶パナソニックは、政府による「新成長戦略」「エネルギー基本計画」※2や、
一般社団法人日本照明工業会の「照明成長戦略2020」※3の目標に
基づき、2019年3月末をもって蛍光灯照明器具の生産を終了※4します。

▶LED照明の更なる普及を促進させ、「iDシリーズ」など質の高い LED
照明器具を提供していくことで、あかり文化の向上、地球環境への
貢献を目指していきます。

※1 40形直付型 Dスタイル（直付 XLX400DEN LE2）とパナソニック従来の高光束蛍光灯器具（FSA43500A PH9）との比較。
※2 経済産業省「新成長戦略」「エネルギー基本計画」（2010年6月18日閣議決定）：グリーン・イノベーションによる環境・エネルギー大国戦略の柱の一つとして、
　　高効率次世代照明（LED照明・有機 EL照明）を2020年までにフローで100％、2030年までにストックで100％普及させることを目標とするもの。
※3 半導体照明（SSL）の占有率を2020年にフロー100％、ストック50％、2030年にストック100％対応を目標とするもの（SSL：Solid State Lighting　LED、
　　有機 EL、レーザーなど半導体照明のこと）。 
※4 照明器具の補修用性能部品（電気部分）については、生産終了後、最低6年間保有します。メンテナンス用の蛍光ランプは、照明器具生産終了後も継続生産します。
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